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柏崎刈羽原子力発電所 環境管理棟の移転に伴う 

測定場所の変更について 

 

 

柏崎刈羽原子力発電所の核物質防護対策の一環である立入制限区域※１の見直しに伴い、作業効率及び立

入制限区域の入域者数を限定するため環境管理棟※２を立入制限区域外へ移転することを計画しています。 

また、移転にあたり、建替期間である令和７年度の柏崎刈羽原子力発電所周辺環境放射線監視調査（以

下「環境放射線監視調査」という）における一部項目の測定場所を以下のとおり変更します。 

 

※１ 発電所の業務上許可された者以外の立入を制限する区域のこと 

※２ 環境放射線測定を実施するための施設 

 

 

１．各監視調査実施機関での測定項目 

令和７年度の環境放射線監視調査のうち機器分析、ストロンチウム 90 及びトリチウムの放射化学分

析を当社施設である青森県下北郡東通村の東通原子力建設所（以下「東通」という）にて実施します。 

また、機器分析のうち半減期が比較的短い放射性ヨウ素については、試料採取から測定までを短時間

で実施する必要があるため、当発電所に仮設の分析室を設け、従来と同一の測定装置を用いて測定を実

施します。 

各監視調査実施機関における測定項目を表１に示します。 

 

表１．各監視調査実施機関の測定項目 

監視調査実施機関 測定項目 

東京電力ホールディング株式会社 

東通原子力建設所 

・環境試料の核種分析（機器分析） 

・環境試料のストロンチウム90の放射化学分析 

・環境試料のトリチウムの放射化学分析 

東京電力ホールディング株式会社 

柏崎刈羽原子力発電所 

・空間放射線量率 

・積算線量 

・浮遊じんの全ベータ放射能 

・環境試料の放射性ヨウ素（機器分析） 

 

 

２．東通の放射能分析の評価 

東通において放射能分析を実施するにあたり、測定結果の信頼性及び継続性を評価することを目的と

して、技能試験ならびに比較測定（当発電所と東通における同一試料による測定結果の比較）を実施し

ました。 

 

（１）技能試験 

東通で実施する放射能分析の結果について、国際規格であるISO/IEC 17043が要求する技能試験※３

を実施しました。 

結果は、すべての試料で評価基準を満たしました。（詳細は添付資料（１）を参照） 

そのため、東通で実施する放射能分析の結果に信頼性があることを確認しました。 

 

※３ 技能試験は、ISO/IEC 17043の認定機関である日本分析センター(公益財団法人)が提供する国際基準に則ったプログラムに従って実施 
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（２）測定結果の比較 

東通と当発電所において、同一の環境試料を用いた測定結果から検出下限値の比較を行いました。 

結果は、東通の検出下限値が当発電所の検出下限値と同等であること、また「原子力規制庁監視情

報課『平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）』（令和3年12月21日）」に

定められている測定目標値を満たしていることを確認しました。（詳細は添付資料（２）を参照） 

そのため、東通の測定条件（試料量、測定時間など）における検出下限値が過去の測定結果と継続

性があることを確認しました。 

 

３．品質保証 

令和７年度の環境放射線監視調査の品質保証については、「原子力規制庁監視情報課『平常時モニタリ

ングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）』（令和3年12月21日）」に基づき、任意の環境試料

を第三者機関（日本分析センター(公益財団法人)）へ送付し、東通と第三者機関による測定値のクロス

チェックを行います。 

クロスチェックの結果、基準の範囲内にあることを確認し、逸脱が認められた場合は逸脱要因の調査

を行います。 

 

 

４．添付資料 

（１）技能試験の試験方法及び結果 

（２）測定結果の比較方法及び結果 

以 上 
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技能試験の試験方法及び結果 

 

１．試験方法 

技能試験は、ISO/IEC 17043の認定取得機関である日本分析センター（公益財団法人）が提供する

国際基準に則ったプログラムに従って実施しました。 

技能試験の概要を表１に示します。 

 

表１．技能試験の概要 

対象核種 セシウム137、ストロンチウム90、トリチウム 

試 料 

日本分析センターが提供する以下の供試品を対象とする。 

【対象試料】 

セシウム 137：模擬土壌、灰、水 

ストロンチウム 90：土壌、灰 

トリチウム：水 

分析方法 

ISO/IEC 17043:2010「適合性評価-技能試験に対する一般要求事項」（JIS Q 

17043:2011）における同時参加スキームに従い実施する。 

（同時参加スキームは、供試品に対する東通の分析結果を付与値（日本分析

センターが決定した評価基準）と比較するもの） 

評価方法 
ISO/IEC 17043：2010に準拠した統計手法のうちEnスコアを指標として分

析結果の妥当性について評価する。 

 

２．試験結果 

  技能試験の結果は全ての試料で評価基準を満たしました。 

  技能試験の結果を表２に示します。 

 

表２．技能試験の結果 

ａ．セシウム137 

試料 単位 測定場所 放射能濃度 
Enスコア 

基準：En≦±1.0 
En評価 

模擬土壌 Bq/kg 
東通 44.2±0.66 

0.2 満足 
付与値 43.1±2.4 

灰 Bq/kg 
東通 47.1±0.79 

0.2 満足 
付与値 46.1±2.6 

水 Bq/L 
東通 55.6±0.71 

-0.5 満足 
付与値 58.9±3.4 

  

ｂ．ストロンチウム90 

試料 単位 測定場所 放射能濃度 
Enスコア 

基準：En≦±1.0 
En評価 

土壌 Bq/kg乾土 
東通 9.53±0.26 

-1.0 満足 
付与値 11.4±0.90 

灰 Bq/g灰 
東通 0.0436±0.0019 

-0.0 満足 
付与値 0.0440±0.0039 
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ｃ．トリチウム 

試料 単位 測定場所 放射能濃度 
Enスコア 

基準：En≦±1.0 
En評価 

水 Bq/L 
東通 2.10±0.15 

-0.2 満足 
付与値 2.19±0.15 

 

以 上 
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測定結果の比較方法及び結果 

 

１．測定結果の比較方法 

測定結果の比較は、東通と当発電所において、同一の環境試料を用いた測定結果から検出下限値の

比較を行いました。 

 比較測定の概要を表１に示します。 

 

表１．比較測定の概要 

対象核種 セシウム137、ストロンチウム90、トリチウム 

試 料 

令和６年度第１四半期分の環境試料のうち以下の試料を対象とする。 

なお、試料は撹拌により可能な限り均一にしてから東通と当発電所に分け

たものを用いる。 

【対象試料】 

セシウム 137：土壌、海産物（マダイ）、海水 

ストロンチウム 90：土壌、海産物（マダイ） 

トリチウム：陸水（飲料水） 

分析方法 
表３に示す測定装置及び測定方法等により前処理から測定までを実施し、

東通及び当発電所の測定結果から検出下限値の比較を行う。 

検出下限値の評価方法 

東通の検出下限値が当発電所の検出下限値と同等であることを確認する。 

また、「原子力規制庁監視情報課『平常時モニタリングについて（原子力災

害対策指針補足参考資料）』（令和3年12月21日）」に定める測定目標値を

満たしていることを確認する。 

 

２．測定結果 

比較測定の結果、東通の検出下限値が当発電所の検出下限値と同等であること、また「原子力規制

庁監視情報課『平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）』（令和３年12月

21日）」に定められている測定目標値を満たしていることを確認しました。 

比較測定における検出下限値の結果を表２に示します。

 

表２．検出下限値の結果 

ａ．セシウム137 

試料 単位 測定場所 検出下限値 試料量 試料高さ 測定時間 相対効率 

陸土 Bq/kg乾土 

東通 0.52 0.17 kg乾土 50.0mm 80,000秒 
43％ 

(Ge-1系) 

柏崎刈羽 0.62 0.10 kg乾土 35.4mm 80,000秒 
36％ 

(Ge-2系) 

測定目標値 2.1 0.10 kg乾土 － 70,000秒 40％ 

海産物 

(マダイ) 
Bq/kg生 

東通 0.035 1.5 kg生 15.0mm 80,000秒 
39％ 

(Ge-3系) 

柏崎刈羽 0.031 2.0 kg生 16.9mm 80,000秒 
38％ 

(Ge-2系) 

測定目標値 0.069 4～5 kg生 － 70,000秒 40％ 
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試料 単位 測定場所 検出下限値 試料量 試料高さ 測定時間 相対効率 

海水 Bq/L 

東通 0.00090 20 L 23.5mm 80,000秒 
43％ 

(Ge-1系) 

柏崎刈羽 0.0016 20 L 16.0mm 80,000秒 
36％ 

(Ge-2系) 

測定目標値 0.0033※1 20 L － 70,000秒 40％ 

※１ 「平常時モニタリングについて（原子力災害対策指針補足参考資料）」には海水の記載がないため、陸水の値を記載した。 

 

ｂ．ストロンチウム90 

試料 単位 測定場所 検出下限値 試料量 収率 測定時間 計数効率 

陸土 Bq/kg乾土 

東通 0.18 0.10 kg乾土 97.2％ 60分 44％ 

柏崎刈羽 0.18 0.10 kg乾土 91.6％ 60分 30％ 

測定目標値 0.2 0.10 kg乾土 － 60分 27％ 

海産物 

(マダイ) 
Bq/kg生 

東通 0.018 1 kg生 88.0％ 60分 44％ 

柏崎刈羽 0.020 1 kg生 81.8％ 60分 30％ 

測定目標値 0.02 1 kg生 － 60分 27％ 

 

c．トリチウム 

試料 単位 測定場所 検出下限値 試料量 測定時間 測定効率 

陸水 Bq/L 

東通 0.41 50 ml 500分 23％ 

柏崎刈羽 0.39 50 ml 500分 29％ 

測定目標値 0.6 50 ml 500分 － 
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表３.測定装置及び測定方法一覧 

 柏崎刈羽原子力発電所 東通原子力建設所 

核種分析 

測定装置 

(ｶﾀﾛｸﾞ値) 

高純度ゲルマニウム半導体検出器 

製 造 元：セイコー・イージーアンドジー株式会社 

型 式：GEM30-70-XLB-C 

相対効率：30％以上 

分 解 能：1.85keV 以下（1.33MeV において） 

     0.85keV 以下（122keV において） 

高純度ゲルマニウム半導体検出器 

製 造 元：セイコー・イージーアンドジー株式会社 

型 式：GEM35-70-XLB-C、GEM35-70-LB-C-HJ-S 

相対効率：35％以上 

分 解 能：1.9keV 以下（1.33MeV において） 

1.0keV 以下（122keV において） 

測定方法注 

・原子力規制庁編「ゲルマニウム半導体検出器によるγ線ス

ペクトロメトリー」（令和２年改訂）に準拠 

・文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器

分析のための試料の前処理法」（昭和 57年制定）に準拠 

・文部科学省編「放射性ヨウ素分析法」（平成８年改訂）に準

拠 

・原子力規制庁編「ゲルマニウム半導体検出器によるγ線ス

ペクトロメトリー」（令和２年改訂）に準拠 

・文部科学省編「ゲルマニウム半導体検出器等を用いる機器

分析のための試料の前処理法」（昭和 57年制定）に準拠 

・文部科学省編「放射性ヨウ素分析法」（平成８年改訂）に準

拠 

測定試料 

形態 

浮遊じん：灰化物（450℃灰化）１か月分の集じんろ紙をまと

めたもの 

陸 水：蒸発残留物 

土 壌：乾燥細土 

農 産 物：灰化物（450℃灰化） 

指標生物（松葉）：〃 

海 水：リンモリブデン酸アンモニウム-二酸化マンガン共

沈法による沈殿物 

海 底 土：乾燥細土 

海 産 物：灰化物（450℃灰化） 

指標生物（ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ類）：〃 

浮遊じん：灰化物（450℃灰化）１か月分の集じんろ紙をまと

めたもの 

陸 水：蒸発残留物 

土 壌：乾燥細土 

農 産 物：灰化物（450℃灰化） 

指標生物（松葉）：〃 

海 水：リンモリブデン酸アンモニウム-二酸化マンガン共

沈法による沈殿物 

海 底 土：乾燥細土 

海 産 物：灰化物（450℃灰化） 

指標生物（ﾎﾝﾀﾞﾜﾗ類）：〃 

測定容器 U-8 容器 U-8 容器 

測定時間 80,000 秒 80,000 秒 

 （注） 測定方法については、原子力規制庁及び文部科学省のマニュアルに準拠するが、本マニュアルに記載のない詳細内容（試料量、試料高さ等）は柏

崎刈羽原子力発電所と東通原子力建設所で一部異なります。 
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 柏崎刈羽原子力発電所 東通原子力建設所 

ストロンチウム 90 

測定装置 

(ｶﾀﾛｸﾞ値) 

低バックグラウンド自動測定装置 

製 造 元：アロカ株式会社 

型 式：LBC-4511 

検出器有効径：φ25mm 

機器効率：80％以上（使用線源：φ25mm×3mm コインタイプ 36Cl） 

バックグラウンド：0.6min-1以下 

低バックグラウンド自動測定装置 

製 造 元：アロカ株式会社 

型 式：LBC-4502 

検出器有効径：φ50mm 

機器効率：50％以上（使用線源：φ50mm 試料皿タイプ 36Cl） 

バックグラウンド：1.0min-1以下 

測定方法 
・文部科学省編「放射性ストロンチウム分析法」（平成 15 年

改訂）に準拠 

・文部科学省編「放射性ストロンチウム分析法」（平成 15 年

改訂）に準拠 

分析手法 イオン交換法 イオン交換法 

ｽﾄﾛﾝﾁｳﾑ 90

の定量法 
水酸化鉄(Ⅲ)共沈法 水酸化第二鉄共沈法 

安定ｽﾄﾛﾝﾁｳ

ﾑの定量法 
原子吸光分析法 原子吸光分析法 

測定試料皿 25mmφステンレススチール皿 25mmφステンレススチール皿 

測定時間 60 分 60 分 

ﾄﾘﾁｳﾑ 

測定装置 

(ｶﾀﾛｸﾞ値) 

低バックグラウンド液体シンチレーション検出装置 

製 造 元：アロカ株式会社 

型 式：LSC-LB7 

計数効率：(3H)25％以上 

バックグラウンド：3.5cpm 以下 

低バックグラウンド液体シンチレーション検出装置 

製 造 元：アロカ株式会社 

型 式：LSC-LB7 

計数効率：(3H)25％以上 

バックグラウンド：3.5cpm 以下 

測定方法 
・原子力規制庁編「トリチウム分析法」（令和５年改訂）に準

拠 

・原子力規制庁編「トリチウム分析法」（令和５年改訂）に準

拠 

測定容器 100mL テフロンバイアル（試料量：50mL） 145mL テフロンバイアル（試料量：50mL） 

測定時間 500 分 500 分 

 

以 上 


